
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

三浜・塩浜小学校 学校規模等適正化   平成２５年 11 月発行 

１０月２９日に開かれた第６回新しい学校づくり準備委員会において、新設学校の校名・校

章が決定されました。前回提案されていた原案通り、校名は「塩浜小学校（漢字表記）」、校章は

現塩浜小のものを継続して使用していきます。校歌は、現塩浜小学校の校歌を基本に、引き続き

検討することになりました。 

校名や校章は現行の塩浜小学校を引き継ぐ形となりましたが、制度上は両小学校とも閉校とな

り、新しい「塩浜小学校」がスタート！名前は同じですが、新しい学校の誕生です。塩浜地区の学校の

歴史に、また、新しい一歩が刻まれることになります。今後の準備委員会では、新設校の学校

組織や教育内容が充実したものとなるよう、引き続き協議を重ねていきます。地域・保護者の

皆様には、引き続きご理解・ご協力をくださいますようお願いします。 

第７回新しい学校づくり準備委員会  ＊会議の傍聴は可能です 

【日時】平成 25 年 11 月 26 日（火）19 時  【場所】塩浜地区市民センター２階大会議室  

Ｑ．１学級の人数が多く

なると、先生の目が行き

届かないのでは？ 

…ちょっと心配です。 

【お問い合わせ】  

四日市市教育委員会 

教育総務課政策グループ 

☎ 354-8237 

三浜小学校と塩浜小学校が統合すると、学校規模が大きくなり、１学級の人数も増加します。 

Ａ．統合により１学級の人数は増えます。現在、市内の小

学校では、１学級の人数が多い場合、算数の授業を２学級

に分けて行うなど、少人数教育によるきめ細かい指導を行

っています。また、統合した小学校では、人数が増えたこ

とによって、体育や音楽の授業などで活発に活動できた、

との報告もあります。 

小規模校では、先生と子どもとの関係が密接になりがちです。一方、人数が

増えると子ども同士や子どもと先生との関係が幅広くなり、豊かな社会性がは

ぐくまれます。統合による新しい環境が、子どもたちにとってよりよい成長に

つながるよう、今後も尽力してまいります。 

小学校並びに未就学児の保護者の皆様の統

合に関する不安や心配ごとなどにお応えしま

す。下記担当までお気軽にご相談ください。 

〈担当〉教育総務課政策グループ 

電話 ３５４－８２３７ 

１０月２７日（日）に自治会や三浜

PTA、学校、事務局と合同で七つ屋・高

旭地区の新しい通学路予定ルートを歩

いて点検しました。子どもの目線に立っ

た見通しや交通量について確認し、結果

は準備委員会の場で報告しました。今後

は、親子点検なども予定されています。


